


 

落札企業名 
主な電力の 

供給先 

シェア 

(金額比) 

丸紅株式会社 
中央卸売市場 

小、中学校 156 校 

市役所本庁舎 

消防局本部、他 

 

61％ 

日本ロジテック協同組合 
小、中、高、 

総合支援学校85校 

こどもみらい館 

花背山の家 

美術館本館 

左京消防署他 

 

29％ 

エネサーブ株式会社 
東北部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ 

南部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ 

他 

5％ 

株式会社Ｆ-Ｐｏｗｅｒ 
北部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ 

衛生環境研究所 
4％ 

株式会社エネット 
学びの街生き方探究館 

0.3％ 

関西電力株式会社 落札なし 0％ 

 

 

京都市施設への電力供給 落札は関電以外 

今、電気の販売に様々な企業が参入できるように

する“電力小売り自由化”が段階的に進んでいます。 

今まで、電気はいわゆる電力会社の専売でした。 

それが、一定規模以上の電気を使う工場やビルは 

どこからでも電気を買えるようになり、現在多くの 

京都市施設が入札で購入するようになりました。 

今後、もっと小規模の工場や事務所、そして家庭の

電気も自由化の対象になってきます。 

 

しかしながら新電力会社の発電量はまだまだ少な

い状況です。消費者が安くて安心な電気を選べるよ

うにするために、バイオマスや自然エネルギーはもち

ろんですがハイブリッドカーのような環境に優しく 

燃費の良い火力発電も選択肢としてあげられます。 

維新の党は新しい電源の誘致・開発を目指します。 

平成 27年 1月 8日入札執行分 

平成 27年度供給契約について 
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